聖霊降臨節第14主日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025年9月7日

「神にできないことは何一つない」
創世記18章13～15節
18:13 主はアブラハムに言われた。「なぜサラは笑ったのか。なぜ年をとった自分に子供が生まれるはずがないと思ったのだ。
 18:14 主に不可能なことがあろうか。来年の今ごろ、わたしはここに戻ってくる。そのころ、サラには必ず男の子が生まれている。」
 18:15 サラは恐ろしくなり、打ち消して言った。「わたしは笑いませんでした。」主は言われた。「いや、あなたは確かに笑った。」

ルカによる福音書1章26～38節
1:26 六か月目に、天使ガブリエルは、ナザレというガリラヤの町に神から遣わされた。
 1:27 ダビデ家のヨセフという人のいいなずけであるおとめのところに遣わされたのである。そのおとめの名はマリアといった。
 1:28 天使は、彼女のところに来て言った。「おめでとう、恵まれた方。主があなたと共におられる。」
 1:29 マリアはこの言葉に戸惑い、いったいこの挨拶は何のことかと考え込んだ。
 1:30 すると、天使は言った。「マリア、恐れることはない。あなたは神から恵みをいただいた。
 1:31 あなたは身ごもって男の子を産むが、その子をイエスと名付けなさい。
 1:32 その子は偉大な人になり、いと高き方の子と言われる。神である主は、彼に父ダビデの王座をくださる。
 1:33 彼は永遠にヤコブの家を治め、その支配は終わることがない。」
 1:34 マリアは天使に言った。「どうして、そのようなことがありえましょうか。わたしは男の人を知りませんのに。」
 1:35 天使は答えた。「聖霊があなたに降り、いと高き方の力があなたを包む。だから、生まれる子は聖なる者、神の子と呼ばれる。
 1:36 あなたの親類のエリサベトも、年をとっているが、男の子を身ごもっている。不妊の女と言われていたのに、もう六か月になっている。
 1:37 神にできないことは何一つない。」
 1:38 マリアは言った。「わたしは主のはしためです。お言葉どおり、この身に成りますように。」そこで、天使は去って行った。

1 　
　　フランス皇帝ナポレオン・ボナパルトという人がいました。ナポレオンの有名な言葉に「余の辞書に不可能という文字はない」というのがあります。「わたしには不可能なことなど何もない」「わたしは何でもできる」自らの力を誇示する言葉として語られます。ただこれには諸説ありまして「不可能という文字は愚か者の辞書にのみ存在する」という言葉が変化して伝わったという説もあります。「不可能という文字はフランス語にはない」といった説もあるそうです。本当のところはよくわかりませんが、「余の辞書に不可能という文字はない」は随分威勢のいい言葉ですが、やはりナポレオンといえども私たちと同じ人間でありますので、不可能なことできないことというのはやっぱりあるわけです。
　　「神にできないことは何一つない」これが本日私たちに与えられました御言葉です。天使ガブリエルが乙女マリアに告げる言葉です。本当の意味で不可能という文字がないお方、何一つできないことがない、何でもできるお方、それはただ神様だけであるのです。
　　先週トキメキ礼拝で共にマタイによる福音書20章1～16節の「ぶどう園の労働者」のたとえから御言葉を聞きました。その前に記されている物語で「金持ちの青年」のお話があります。その中でイエス様が弟子たちに語っている言葉でこのような言葉があります。
　19：26です。「それは人間にできることではないが、神は何でもできる」神様は何でもできる、神にできないことは何一つないと神様が全知全能なお方であることをイエス様は語っておられるのです。
　　天使ガブリエルがマリアに告げた「神にできないことは何一つない」とイエス様が弟子たちに告げた「人間にはできないが、神は何でもできる」は同じことです。どちらも私たち人間は弱さがあり限界がありできないことは多々あるけれど、私たちをおつくりになられた神様にはできないことは何一つない、なんでもできるお方であることを表しています。私たちは「神にできないことは何一つない」この言葉を中心に聖書から御言葉を聞いていきたいと思います。

2 
　　「神にできないことは何一つない」なんと力強い言葉かと思います。そしてこの神様が共にいてくださる、どんなに安心なことでしょうか。どんな困難な道も乗り越えて行けそうです。しかし、天使ガブリエルからこの言葉を聞くマリアは大きく心が揺さぶられていたのです。それは天使ガブリエルから自分が旧約聖書が預言する救い主の母となることを告げられたからです。
もしこれがエリサベトのように既に結婚していて子どもが与えられないでいたというのでしたら、驚きと共にそれでもすぐに喜びとして受け止められたかもしれません。しかし、マリアはまだ結婚していません。いいなずけのヨセフと婚約中の身です。当時の婚約は結婚と同じくらいに重みを持つものでした。ですから婚約中に婚約者以外の人と関係を持って身ごもったことがわかるとその女性は姦淫の罪で石打の刑で死刑になってしまうのです。もちろんマリアは他の男性と関係を持ったわけではありません。それでも天使のお告げで救い主を身ごもったなどという馬鹿げた話を誰が信じてくれるでしょう。事実、マタイによる福音書によるとマリアが身ごもっていることを知ったヨセフはマリアのことを表ざたせずに、ひそかに縁を切ろうとする、この婚約をなかったことにしようと決心していたことが記されています（マタイ1：18～19）。
　ですから、この時のマリアには色んな思いが頭の中に浮かんできたでしょう。こんな幼いまだ10代の少女に過ぎない自分が神様の救いの業に用いられる喜びはあったでしょうが、それだけに、これから歩まなければならない困難な歩みを考えますと、そのあまりに重い責任に、どうすればいいのかわからないというのがマリアの思いではないかと思うのです。それは「おめでとう、恵まれた方。主があなたと共におられる」（28節）と最初に告げられた言葉があっても素直に喜べない不安が大いにあったのではないかと思います。
そのようなマリアの揺れる思いが34節の「どうして、そのようなことがありえましょうか。わたしは男の人を知りませんのに。」と答えになったと思います。マリアとしてはこのように答えるのに精いっぱいだったのではないでしょうか。
　　天使ガブリエルはまるで心が揺れるマリアを安心させるように言います。35節から37節です。
「天使は答えた。「聖霊があなたに降り、いと高き方の力があなたを包む。だから、生まれる子は聖なる者、神の子と呼ばれる。
 　あなたの親類のエリサベトも、年をとっているが、男の子を身ごもっている。不妊の女と言われていたのに、もう六か月になっている。
 　神にできないことは何一つない。」
　　天使ガブリエルはマリアに聖霊が降ること、神の力に包まれることを語ります。不妊の女と呼ばれていた親類のエリサベトが身ごもってもう6カ月になっていることを語ります。これも神の力であり神の業です。見よ神の力を神の業をあなたは神の力に神の業に包まれているのだと言わんばかりです。
そして天使は最後に力強く宣言したのです。「神にできないことは何一つない。」「人間にはできないが、神にはできる」「神は何でもできる」この力強い宣言がマリアの心を大きく動かすのです。
　　マリアは答えます。「わたしは主のはしためです。お言葉どおり、この身になりますように。」（37節）大きな決意を持ってのマリアの告白です。はしため、それは女奴隷という意味の言葉です。私は主人であるあなたのものです。主人であるあなたに従いますということです。そして「お言葉どおり、この身になりますように」と続けます。「お言葉どおり」神様あなたのお言葉の通りになりますように。神の言葉どおりになりますように。ここでマリアがいう「あなたのお言葉」は自分のような小さな者が用いられて救い主が誕生するという神様の業と同時に「神にできないことは何一つない。」この天使の力強い宣言の言葉を含めて「お言葉どおり、この身になりますように。」と告白したのです。「神にできないことは何一つない。」「人間にはできないが、神にはできる」何でもできる神様が必ず最善の方向へと導いて下さるに違いない。その深い深い信頼の告白です。いわばマリアの信仰の告白なのです。人間にはとてもできない。でも神様にはできる。その全てを神様にお委ねして全幅の信頼をしてマリアは「お言葉どおり、この身になりますように」と信仰の告白をしたのです。
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　　先週の月曜日と火曜日に東海教区伝道協議会が池の平ホテルで行われました。「聖霊により潔められて義の実を結ぶ教会」という主題で銀座教会の高橋潤先生がすばらしいご講演をしてくださいました。また2日目には先生の講演をもとにパネル・ディカッションが行われて講演での学びがより深められとても恵まれた二日間でした。
　　一日目の夕食後に伝道報告というのがありました。これは私たちの教会はこのような伝道の働きをしていますということを報告して皆で恵みや課題を分かち合うのです。お二人の先生が報告してくださったのですが、その中のお一人が南信州フォレスト・チャーチの伊奈聡先生でした。伊奈先生はフォレスト・チャーチの会堂建築についてスライドを用いてわかりやすく報告して下さいました。
リニア新幹線が牧師館の真上を通ることがわかり、そのために移転を余儀なくされました。最初の候補地に決まりかけていた時に長野県に大きな被害をもたらした2019年台風19号が来てそこが川の側ということで危ないという話になり全てが白紙になりました。伊奈先生を始め教会の皆さんで熱心に祈ったところ全く思いもかけない土地が候補地に示されました。ただそこは第一種農地であったために普通だったら教会どころか建物が立てられない土地でした。しかし、全く思いがけない不思議な導きで農地転用が認められて教会を建てる許可がおりました。そして、教会を建てることをその土地の近隣に住んでいる人たちに説明会を行なって最初は反対していた人たちも徐々に認めてくれるようになったそうです。そして、いざ工事となるとコロナ禍とオリンピックの影響で建築資材の高騰で当初の予算より大幅に費用が必要となることが分かりました。それは無理でしょう必要が満たされなかったらどうするんですかという意見も出たのですが、満たされるように熱心に祈ったところ不思議と満たされたそうです。幾度となく困難がありもうだめかなと思うこともあったそうです。それでも神様に信頼して祈り続けて昨年6月に祝福の内に献堂式を迎えることができたそうです。
　　伊奈先生の伝道報告を聞いていて会場から自然と拍手がわきました。その拍手は伊奈先生報告ありがとうございますという思いもあったでしょうが、一番は皆が神様の御業を見ることができたからです。人間にはできないことを神様がなしてくださったからです。「神にできないことは何一つない。」その大きな大きな恵みを共に分かち合うことができたことで神様を褒めたたえる拍手が生れたのです。神様を褒めたたえたのです。
　　詩編127編1節にこのような言葉があります。
「主御自身が建ててくださるのでなければ／家を建てる人の労苦はむなしい。」
主が建ててくださったのです。人の業ではありません。主の業なのです。伊奈先生ご夫妻や旧喬木教会の皆さん、そして分区・教区の皆さんが主が建ててくださる、神にできないことは何一つないその主にどこまでも信頼して、神様が大きな大きな御業をなしてくださったのです。その神様の大きな大きな御業の恵みを共に分かち合うことができたのです。だからこそ自然と拍手が生れたのです。
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　　「神にできないことは何一つない。」「人間にはできないが、神にはできる」私たち人間ができることは本当にわずかなことです。でも、神様にはできるのです。私たちの思いをはるかに超えて大きな御業をなして下さるのです。
　　マリアを用いて神様がなされた大きな御業はイエス様の十字架の死と復活へと繋がる救いの御業です。愛の御業です。そんな大それたことがこの時にマリアに知る由もなかったでしょう。それでもマリアは「わたしは主のはしためです。お言葉どおり、この身になりますように。」と全てを神様にお委ねして信頼したのです。
　　私たちもマリアのように、「わたしは主のはしためです。お言葉どおり、この身になりますように。」と、「神にできないことは何一つない。」「人間にはできないが、神にはできる」私たちを愛して下さり、私たち人間の思いをはるかに超えて大きな御業をなしてくださる神様に信頼して「御心が行われますように」と祈っていきたいと思います。
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